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複雑性尿路感染症に対するAztreonamの 臨床的検討

練馬総合病院泌尿器科

森口隆一郎 ・山越 剛

立川共済病院泌尿器科

長久保一朗 ・青木 清一

CLINICAL EVALUATION OF AZTREONAM FOR 

COMPLICATED URINARY TRACT INFECTION

Ryuichiro  MORIGUCHI and Tsuyoshi YAMAGOSHI 

 From the Department of Urology, Nerima General Hospital 

     Ichiro  NAGAKUBO and Seiichi  AOKI 

From the Department of Urology, Tachikawa Kyosai Hospital

   Efficacy and safety of Aztreonam, a monobactam antibiotic developed by E.R. Squibb & 

Sons, Inc. U.S.A., in complicated urinary tract infections (UTI) were studied. Aztreonam 

was administered to 15 patients with complicated UTI admitted to our Hospitals between 

July, 1984 and January, 1985. A two-gram dose of Aztreonam was administered twice a day 
intravenously or intraductally for 5 days consecutively. There were 11 evaluable cases in 

accordance with the UTI Drug Efficacy Evaluation Standard (the second issue). Overall 

clinical effect of these cases were "excellent" in 6 cases, "good" in 2 cases and "poor" in 3 

cases. All the effective cases ("excellent" and "good") were of single infections and all the 

non-effective cases ("poor") were of complicated infections. All of the gram-negative pa-

thogens and 4 of the 8 gram-positive pathogens were eliminated. In no cases were side effects 

or significantly abnormal laboratory findings reported. 

   Therefore, Aztreonam is very effective and safe for complicated UTI, especially gram-

negative infections. 
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含有する注射用製剤を使用 した.

対象および方法

森 口・ほか:複 雑性尿路感染症 ・AZT

投与対象は1984年7月 か ら1985年1月 までの間に練

馬総合病院泌尿器科 と立川共済病院泌尿器科に入院し

た患者で複雑性尿路感染症を有する15例(Table1)

に対 し本剤を使用した,症 例の内訳は慢性複雑性膀胱

炎14例,腎 孟腎炎1例 であった.年 齢分布は30歳 から

89歳 まで平均73歳 で,性 別では男性13例,女 性2例 で

あった(Fig.2),

投与方法はAztreonam29を 生食20m1(静 注)

または5%G250ml(点 滴静注)に 溶解 し朝夕2回

連続5日 間使用 した.効 果判定はU.T.L薬 効評価基

準(第2版)5)に 合致す る症例では これに基ずいてお

こない,あ わせて主治医判定 もおこなった.U.T.1.

基準からはずれた慢性複雑性尿路感染症では主治医判

定のみおこなった.

成 績

臨床評価の対象 となった ものはU.T.1.薬 効評価基

準に適合するものが11例,主 治医判定可能なものが15

例である.薬 効評価基準適合lI例(Table2)の 総合

臨床効果は著効6例(54・5%),有 効2例(18・2%),

無効3例(27.3%)で 有効率は72.7%で あった.

膿尿と細菌尿に対する効果は膿尿では正常化したも

のは7例(63.6%),改 善 したものは1例(9.3%),

不変であったもの3例(27.3%)と 膿尿の改善率は良

好であった。つぎに細菌尿に対する効果では陰性化し

たもの8例(72.7%),不 変のもの3例(27.3%)で

細菌尿に対する効果もほぼ同様であった.い っぼ う主

治医判定では著効3例,有 効7例,や や有効2例,無

効3例 で有効率は80%と ややU.T.1.基 準適合症例の

有効率をうわまわった.
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つ ぎに 病 態 群 別 臨床 効果(Table3)で は 単 独 感

染症 例8例,混 合 感 染 症 例3例 で,そ の うちわ け は

GroupIの カテ ー テ ル留 置 症 例4例,Group皿 の

前立 腺 肥大 症 術 後2例,GroupNの 下 部 尿路 感 染

症 例2例,GroupVの カテ ー テ ル留 置 症 例2例,

GroupVlの カ テ ー テル未 留 置 症 例1例 で あ った.

群別 の有 効 率 はGroupIで は 著 効3例,有 効1例

Group皿 で は著 効1例,有 効1例GroupIVで は

著 効2例 と全 例 有 効 で あ った.い っぽ う混 合 感 染症 で

はGroupV,GroupVlと も無 効 で きわ だ った 差

が 認 め られ た.ま た カ テ ーテ ル留 置 症 例6例 で は 著効

3例,有 効1例,無 効2例 で有 効 率 は66.7%で あ っ

た 。

細 菌 学 的 効 果 はTable4に 示 した が,分 離 菌 と し

て は11菌 種22株 が 検 出 され た.グ ラ ム陽 性 菌 は3菌 種

8株,グ ラ ム陰 性 菌 は6菌 種12株,そ の 他2株 で あ っ

た.グ ラム陽 性 菌 はE.faecalis3株 全 例 不 変 を 含

め,8株 中4株(50%)が 除 菌 され,グ ラ ム陰性 菌 で

はE.coli3例,S。marcescens3例,P.aeruginosa

2例,Enterebactor2例,P.vulgaris1例,1(.Pneu-

moniae1例 の12例 す べ て 除菌 され た,投 与 後 出 現菌

はCandida1株,yeas彦1株,P.aeruginosa1株,

S.aureUSI株 の4菌 種4株 で あ った.

副 作 用

検討症例15例 について可能なかぎり自覚的副作用と

投与前後の末梢血,肝 機能,腎 機能検査を施行した.

自覚的副作用は1例 もなく,ま た臨床検査値の異常値

を認めたものは2例(症 例3,症 例9)で とくに問題

となるものではなかった(Table5).

考 察

Monobactam系 抗 生 剤 であ るAztreonamは 全

Sex

Age(y/o)NO.ofcases
Male Female

～60
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81～

1

3

7

4

1
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6
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1

1

0
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Fig。2.Ageandsex
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Table2.OverallclinlcalefficacyofAztreonamincomplicatedU.T.1.
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Table3.OverallclinicalefficacyofAztreonamclassifiedbytypeofinfection

Group
No.of

cases(%)
ExcellentMOderate

Overall

Pooreffectiveness

rate

Single

infection

1stgroup

2n〔葦9「oup

3rdgroup

4thgroup
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%
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infection

5thgroup

6thgroりP

SUbtotal

2(18%》
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1

3

o%

0%

0%
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化学合成品であり,グ ラム陰性菌に強い抗菌力を示す

がグラム陽性菌および嫌気性菌に対しては抗菌力が弱

く,非 常に興味ある薬剤であり,今 回われわれは1回

2g,1日2回 投与で本剤の臨床的評価をおこなった.

まず第1に 安全性に関してはわれわれがおこなった

15症例では自他覚的副作用および臨床検査値に著変が
サ

認められず安全性が高い薬剤であると思われた。総合

臨床効果に関 しては1日2g使 用例と比較する6)と総

合有効率はあまり変わ りはなかったが著効例の増加が

認められ,膿 尿と細菌尿に対する効果でも改善率は幾

分 か良 好 で あ った.し か し病 態群 別 臨 床 効 果 で は 単独

感 染痒 例 の有 効 率100%で あ った のに 対 し,不 適 合菌

を 含む 混 合感 染 症 例 は 全 例 無 効 と グ ラム陽 性 菌 を 含む

混 合 感 染に 対 して本 薬 剤 の 使 用 は一 考 を要 す る と思 わ

れ る.つ ぎに 原 因菌 消 失 率 に 関 して は グ ラム陽 性 菌 は

E./aecalis3例 と も不 変 を 含 め8株 中4株(50%)が

消 失 し,グ ラ ム陰 性 菌 はE.celi3株,S.mareescens

3株,P.aeruginosa2株,Enterobactor2株,P.

Vl`lgaris1株,K・Pneumoniae1株 の12株 全 例 が 消 失

し,グ ラ ム陽 性 菌 と グ ラム陰 性 菌 の 投 与量 別 の差 は あ
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Table4. BacteriologicalrcsponsetoAztreonamincomp五 玉catedUT.1.
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ま り認 め られ な か った が,個 々の菌 種 と くにP.aeru-

gfηo∫α とS.marcescensで は本 治 験 で は100%ve菌 さ

れ て お りdoseresponceが 認 め られ る よ うで あ る,

い っぽ う投 与 後 出 現菌 に 関 し ては 差 が な くあ ま り問 題

とな らな か った.

以 上 よ りグ ラム陰 性 菌 に対 し良 好 な抗 菌 力 を有 す る

Monobactam系 抗生 剤 であ るAztreonamは グ ラム

陰 性 菌 を 主要 原 因菌 とす る複雑 性 尿 路 感 染 症 で は 良 好

な臨 床 効果 が 期 待 され る薬 剤 と思 わ れ る.

結 語

米国スクイブ社で開発されたMonobactam系 抗

生剤Aztreonamを 複雑性尿路感染症に使用し,有

効性および安全性を検討した.

投 与対象は工984年7月 より1985年1月 までの間に練

馬総合病院泌尿器科,立 川共剤病院泌尿器科に入院し

た複雑性尿路感染症15例 である.

Aztreonamは1回2gl日2回 を静注または点

滴静注で5日 間連続投与 した.U.T.1.薬 効評価基準

(第2版)に 適合する11例 の総合臨床効果は著効6例,

有効2例,無 効3例 で有効例は全例単独感染,無 効例

は全例混合感染症例であった.細 菌学的効果ではグラ

ム陰性菌はすべて除菌され,グ ラム陽性菌では8株 中

4株 が除菌された.

副作用は全例に認められず,臨 床的検査値にも著変

は認められなかった.

以上よりAztreonamは 複雑性 尿路 感染症(と く

にグラム陰性菌感染)に 非常に有効でかつ安全性の高

い薬剤 と考えられる.
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